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■
山
に
登
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト

「
入
社
し
て
す
ぐ
に
研
究
所
の
所
長

か
ら
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
を
つ
く
れ
と

言
わ
れ
た
ん
で
す
。
車
や
バ
イ
ク
を

つ
く
っ
て
い
る
ホ
ン
ダ
に
入
っ
た
つ

も
り
が
、
い
き
な
り
ロ
ボ
ッ
ト
で
す

か
ら
ね
」
と
語
る
㈱
本
田
技
術
研
究

所
上
席
研
究
員
広
瀬
真
人
さ
ん
。
中

途
採
用
で
入
社
し
た
30
歳
か
ら
ロ
ボ

ッ
ト
の
研
究
に
没
頭
。
現
在
の
人
間

型
ロ
ボ
ッ
ト
『
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

ア

シ

モ

』
が
完

成
す
る
ま
で
約
20
年
の
歳
月
が
流
れ

た
。「
は
じ
め
て
つ
く
っ
た
ロ
ボ
ッ

ト
は
僕
の
足
が
モ
デ
ル
」
と
い
う
。

１
９
８
６
年
に
作
っ
た
初
代
の
２

本
足
の
み
の
『
Ｅ
Ｏ
』
か
ら
始
ま
る

歴
代
の
ロ
ボ
ッ
ト
11
体
が
並
ぶ
『
ツ

イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
』
を
訪
れ
る
と
、

世
界
に
類
の
な
い
自
立
２
足
歩
行
を

実
現
し
た
『
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
』
が
ゆ
っ

く
り
と
歩
い
て
き
た
。
ま
る
で
子
ど

も
の
よ
う
に
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
で
、

産
み
の
親
で
あ
る
広
瀬
さ
ん
と
手
を

つ
な
い
だ
。

「
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
重
要
な
の
は
頭

と
手
と
足
の
部
分
。
80
年
代
の
日
本

は
ロ
ボ
ッ
ト
元
年
と
い
わ
れ
た
時
代

で
し
た
。
頭
は
人
工
知
能
、
腕
は
産

業
機
械
が
つ
く
っ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
で
は
足
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

『
ホ
ン
ダ
』
は
バ
イ
ク
や
車
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
移
動
と
い
う
の

が
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
被
災
地
に
も
山

に
も
登
れ
て
移
動
す
る
足
を
つ
く
り

た
い
。
そ
う
す
れ
ば
人
の
行
動
範
囲

は
大
き
く
広
が
る
と
思
い
ま
し
た
」。

■
教
授
は
人
生
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

広
瀬
さ
ん
は
宇
都
宮
市
に
生
ま
れ

た
。
地
元
の
小
、
中
、
高
校
を
経
て
、

教
師
で
あ
る
父
親
に
す
す
め
ら
れ
て

宇
都
宮
大
学
工
学
部
に
入
学
。
高
校

ま
で
は
夏
目
漱
石
な
ど
、
本
ば
か
り

読
ん
で
い
た
文
学
少
年
だ
っ
た
。
精

密
工
学
と
は
何
か
も
知
ら
ず
に
入
っ

た
大
学
で
、
出
会
っ
た
恩
師
に
強
烈

な
影
響
を
受
け
、
価
値
感
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。

「
実
習
の
と
き
、
フ
ラ
イ
ス
盤
や
旋

盤
で
、
な
ん
で
こ
ん
な
鉄
の
塊
が
き

れ
い
に
切
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う
と
驚

い
た
。
硬
い
鉄
が
１
０
０
０
分
１
ミ

リ
単
位
と
か
で
切
れ
ち
ゃ
う
。
こ
ん

な
硬
い
も
の
で
も
正
確
に
削
れ
る
と

い
う
先
生
の
教
え
る
理
論
に
魅
せ
ら

れ
た
。
自
分
で
何
を
や
っ
て
い
い
か

見
え
て
こ
な
か
っ
た
大
学
生
活
で
、

こ
の
先
生
に
た
た
き
直
し
て
も
ら
え

ば
、
何
か
見
え
て
く
る
か
も
知
れ
な

い
と
…
…
」。

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
の
楽
し
く

も
厳
し
い
研
究
室
の
青
春
を
懐
か
し

そ
う
に
振
り
返
る
広
瀬
さ
ん
。
そ
れ

は
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
と
い
う

人
類
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
の
厳
し

い
研
究
を
貫
く
礎
と
な
っ
た
。

「
教
授
に
は
研
究
が
進
ん
で
い
な
い

と
分
か
る
と
ど
な
ら
れ
た
り
、
た
る

ん
で
い
る
と
お
尻
を
何
十
発
も
叩
か

れ
た
り
し
ま
し
た
。
勉
強
に
お
い
て

は
、
教
授
は
師
匠
で
僕
た
ち
は
弟
子

だ
か
ら
、
毎
日
が
厳
し
か
っ
た
な
あ
。

し
か
し
、
人
間
的
に
は
す
ご
く
愛
情

深
く
、
先
生
か
ら
生
き
て
い
く
知
識

を
学
び
ま
し
た
ね
」。

教
授
は
、
人
生
経
験
豊
富
な
大
人

で
、
学
生
を
導
く
エ
キ
ス
パ
ー
ト
。

青
年
期
に
多
大
な
影
響
を
受
け
る
人

生
の
師
と
出
会
え
る
、
そ
れ
が
大
学

で
あ
る
と
話
す
。
同
じ
師
の
下
で
学

ん
だ
大
学
時
代
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は

生
涯
の
友
と
な
っ
た
。

「
会
社
は
成
果
な
ん
て
す
ぐ
出
な
い

ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
で
き
た
ら
世
界

初
、
世
界
一
に
な
れ
る
ん
だ
と
思
い

一
致
団
結
し
て
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ

た
。
そ
れ
は
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
で

す
」。

そ
し
て
２
０
０
０
年
、
人
間
の
パ

ー
ト
ナ
ー
『
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
』
が
完
成

し
た
。
首
相
の
お
供
で
海
外
に
行
っ

た
り
、
紅
白
歌
合
戦
の
応
援
ま
で
し

ち
ゃ
う
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。

「
人
型
で
す
か
ら
、
結
局
は
人
を
知

ら
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
人
に
役

立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
に
あ
き
ら
れ
な

い
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

職
人
さ
ん
の
道
具
の
よ
う
な
存
在
、

た
ま
に
は
『
疲
れ
た
ネ
』
と
か
言
っ

て
く
れ
て
、
一
緒
に
い
れ
ば
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
思
え
る
よ
う
な

ロ
ボ
ッ
ト
で
す
ね
」。

（
文
・
ビ
オ
ス
編
集
室
／
撮
影
・
木
原
悠
策
）
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現
在
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
宇
都
宮
大
学
。
現
実

の
社
会
の
中
で
、
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
・

広
瀬
真
人
さ
ん
を
訪
ね
、
貴
重
な
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
取
材
・
宇
都
宮
大
学
農
学
部
１
年

廣
田
真
人
）

PROFILE
【ひろせ・まさと】1956年栃木県生まれ。
昭和49年（1974）宇都宮大学入学、昭和
55年（1980）同大学大学院精密工学研究
科修了。工作機械メーカを経て、1986年
に㈱本田技術研究所入社。一貫して、
ロボット研究に従事し現在に至る。
（株）本田技術研究所上席研究員。

1●

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者

広
瀬

ひ

ろ

せ

真
人

ま

さ

と



プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
進
路
相
談
、
同
窓
会
・
保
護

者
・
地
域
・
企
業
等
と
の
連
携
に
よ

る
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

学
生
一
人
一
人
の
進
路
決
定
と
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は

米
国
に
お
け
る
伝
統
に
こ
だ
わ
っ

た
職
業
教
育
や
徒
弟
制
を
打
開
し
、

急
激
な
社
会
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

１
９
７
１
年
か
ら
全
米
規
模
で
展
開

さ
れ
た
教
育
改
革
で
す
。
公
式
定
義

は
「
キ
ャ
リ
ア
と
は
生
涯
を
通
じ
て

行
う
仕
事
の
全
体
」
で
、
仕
事
に
は

無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
家
事
育

児
・
介
護
等
も
含
ま
れ
ま
す
。
当
時

の
教
育
省
マ
ー
ラ
ン
ド
長
官
は
、
全

米
中
等
学
校
長
協
会
年
次
大
会
（
１

９
７
１
年
）
で
、「
職
業
教
育
と
い

う
の
を
や
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
よ

ぼ
う
。
全
て
の
教
育
は
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
あ
る
べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

我
が
国
で
は

近
年
、
若
者
の
就
業
問
題
が
当
時

の
米
国
の
状
況
と
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ニ
ー

ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
、
早
期
離
職
者
に

は
在
学
中
に
そ
の
き
ざ
し
が
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
推
進
に
関
す
る
総
合
的
調
査

研
究
協
力
者
会
議
」（
２
０
０
４
年
）

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
端
的
に

「
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
勤
労
観
、

職
業
観
を
育
て
る
教
育
」
と
し
、

「
学
校
の
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通

し
て
推
進
す
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
は
、「
若
者
自
立
・
挑

戦
プ
ラ
ン
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
総
合
計

画
）」
を
強
化
し
、
若
者
の
職
業
的

自
立
の
推
進
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
で
は

入
学
当
初
か
ら
「
生
き
方
を
考
え

た
進
路
選
択
」
へ
と
発
想
転
換
し
、

学
生
主
体
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
可
能

に
す
る
た
め
、
次
の
三
本
柱
に
よ
り

支
援
し
て
い
ま
す
。

①
全
学
共
通
キ
ャ
リ
ア
教
育

今
年
度
か
ら
開
講
し
た
共
通
教
育

科
目
「
人
間
と
社
会
」「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
生
き
る
こ
と
、

働
く
こ
と
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
多
角
的
で

柔
軟
な
思
考
力
、
書
く
力
等
を
つ
け

て
い
ま
す
。「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
論
」

で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
、
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
等
に
つ
い

て
講
義
と
演
習
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
来
年
度
は
科

目
を
増
や
す
予
定
で
す
。

②
学
部
キ
ャ
リ
ア
教
育

学
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
専

門
科
目
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

特
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
教

育
効
果
の
向
上
と
進
路
決
定
等
の
絶

好
の
機
会
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

③
全
学
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

国
際
キ
ャ
リ
ア
・
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
、

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
学
生
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宇
都
宮
大
学
で
は
、「
生
き
方
を
考
え
た
進
路
選
択
」「
学
生
主
体
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

を
支
援
す
る
た
め
に
、
全
学
的
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み

■
国
際
学
部

従
来
か
ら
授
業
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
要
素
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
平

成
14
年
度
か
ら
学
部
共
通
専
門
科
目

「
国
際
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を

開
講
（
１
〜
４
年
次
）
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
は
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

自
治
体
等
の
実
習
で
職
業
選
択
へ
の

目
を
養
い
、
勉
学
に
具
体
的
な
動
機

づ
け
を
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
第
一

歩
と
す
る
こ
と
で
す
。
授
業
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
心
構
え
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
る
事
前
指
導
、
体
験
発
表

を
行
う
事
後
指
導
か
ら
な
り
ま
す
。

海
外
で
の
実
績
は
Ｚ
Ｄ
Ｆ
テ
レ
ビ
局
、

赤
十
字（
ド
イ
ツ
）、
Ｓ
Ｖ
Ａ
シ
ー
カ

ー
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
（
タ
イ
）
等
で
す
。

■
教
育
学
部

学
外
実
務
体
験
と
し
て
、
教
育
実

習
と
博
物
館
実
習
を
単
位
化
し
て
い

ま
す
。
教
育
実
習
は
教
員
養
成
課
程

の
必
修
科
目
と
し
て
、
附
属
学
校
園

の
観
察
実
習（
２
年
次
１
週
間
）、
附

属
小
中
学
校
（
３
年
次
３
週
間
）・
公

立
小
中
学
校
（
４
年
次
２
週
間
）
の

教
壇
実
習
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
養
護
学
校
実
習（
３
週
間
）は
障

害
児
教
育
専
攻
の
必
修
科
目
、
幼
稚

園
実
習
（
２
週
間
）
と
教
育
実
践
研

究
は
選
択
科
目
と
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
、
内
外
の
多
様
な
実
務
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
工
学
部

学
生
に
は
、
専
門
科
目
教
育
の
効

果
が
上
が
る
、
社
会
へ
の
適
応
能
力

が
高
ま
る
、
職
業
を
選
ぶ
能
力
が
身

に
つ
く
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、
学
生
が
自
分
自
身
を
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
他
で
は
得

難
い
重
要
な
教
育
効
果
で
す
。
工
学

部
で
は
、
附
属
も
の
づ
く
り
創
成
工

学
セ
ン
タ
ー
が
全
学
科
の
窓
口
と
な

り
、
毎
年
２
０
０
社
を
超
す
受
入
企

業
と
希
望
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
各

学
科
の
専
門
教
育
科
目「
学
外
実
習
」

（1）10:00～16:00　就職活動に関する相談・資料配付 

（2）11:00～12:30　チャレンジ・ビデオ 
　　　　  「広がる未来！私が選ぶ-チャレンジする女性たち-」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内閣府制作30分3回上映） 

（3）13:00～13:10　挨拶　宇都宮大学  学長  田原博人 
　　  13:10～14:10　基調講演「未来を拓くキャリアデザイン」 
　　　　　　　　 宇都宮大学教授  キャリア教育センター長  宮崎冴子 

（4）14:20～15:50　シンポジウム「就職活動に成功するコツ」 
　　　　　　シンポジスト／国際学部・教育学部・工学部・農学部卒業生 
　　　　　　コーディネーター／宇都宮大学教授　茅野甚治郎 

「自分さがし」をしませんか？ 仕事に関する情報満載！ 
 

直接会場にお出かけ下さい（無料） 

●主催　宇都宮大学 
●共催　内閣府 
●後援　栃木県、（社）栃木県経営者協会、（株）下野新聞社、 
　　　 （株）栃木放送、（株）とちぎテレビ 
　　　　宇都宮大学各学部同窓会（国際学部・教育学部・工学部・農学部） 
　　　　宇都宮大学学生後援会 
●協賛　宇都宮大学消費生活協同組合 
●対象　学生、高校生、企業、一般の方 
 

お問い合わせ先：宇都宮大学学務部就職支援室 
TEL 028-649-5104

当日は、宇都宮大学オープンキャンパス開催中です 

日時  2005年7月23日（土）10:00～16:00

内容 

会場  宇都宮大学　1223教室 　　　　　（峰キャンパス共通教育B棟2階） 

先生が材料を提供し、学生が考え、答えを見つける授業。全学部の個性の違

う学生が、同じ資料を見ても、辿り着く答えは一人ずつ違うが、恐れずに自

分の考えを主張できる。未来のために自分は何をしたらよいかと見つめ直し、

普段気づかなかった新しい自分に気づいたこともあった。（工学部１年男性）

複眼的視点を持ち、刺激のシャワーを浴び続けている先生の講義は、時には

実社会の裏をバッサリと切り、時には母としての体験を赤裸々に開示し、こ

れからの社会の荒波にもまれる学生にとって船頭であり灯台となる。この講義で社会の一端を垣間見て、暗い闇の中

で波を感じることができる。社会に出る前のバタ足の練習ができる。（農学部１年男性）

先生が一方的に話すのではなく、学生とコミュニケーションをとりながらの講義で、参加しているという実感がある。

自分の将来や就職について深く考えることができる。１年生からこのような授業があったら、今の私はもっと変わっ

ていたかもしれない。（教育学部３年女性）

知識を与えられるのではなく、「考え方」を学ぶことができる。この講義では、自分で導き出せない考え方を提示し

てくれる。やるべきことに追われる生活の中で自分を見つめ直し、「なぜ学ぶのか」を考える時間がこの授業には充

分ある。それにより、今までこなすだけだった私の「学び」を、意味を持つものにしたいと考えるようになった。

（国際学部３年女性）

「キャリアデザイン」の授業　グループワーク風景

「
人
間
と
社
会
」
の
授
業
風
景

と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
は
工
学
部
共
通
専
門
科
目

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
農
学
部

今
年
度
か
ら
全
学
科
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
変
更
し
て
、
生
物
生
産
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
農
業
環
境
工
学
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
農
業
経
営
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
・
Ⅱ
、
森
林
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

実
習
先
の
実
績
は
、
農
林
水
産
省
、

水
資
源
開
発
公
団
、
栃
木
県
林
務
部
、

県
内
の
林
業
家
、
農
協
、
全
国
畜
産

農
業
協
同
組
合
連
合
会
研
究
牧
場
、

民
間
牧
場
、
民
間
畜
産
会
社
、
農
業

機
械
・
施
設
関
連
企
業
、
調
査
・
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
等
で
す
。

■
共
通
教
育
（
自
由
科
目
）

自
由
科
目
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
務
体
験
活
動
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
学
生
自
身
で
実
習

先
を
設
定
し
、
企
業
等
と
の
手
続
き

の
窓
口
は
就
職
支
援
室
で
す
。
単
位

認
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

単
位
認
定
申
請
書
を
提
出
し
、
終
了

後
の
報
告
書
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
単

位
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

（
宇
都
宮
大
学
教
授
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー
長
　

宮
崎
冴
子
）



宇
都
宮
大
学
に
決
め

今
、
味
わ
う
充
実
感

宮
崎

こ
ん
に
ち
は
。
き
ょ
う
は
、

み
な
さ
ん
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
ま
ず
、

進
学
先
を
宇
都
宮
大
学
に
決
め
た
時

の
こ
と
や
入
学
後
に
つ
い
て
う
か
が

い
ま
す
。

牧
内

高
校
で
は
定
め
ら
れ
た
授
業

を
聞
く
だ
け
で
、
時
間
も
制
約
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
た
ら
、

高
校
の
時
よ
り
自
由
だ
な
と
い
う
思

い
は
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
か

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
進
学

先
を
決
め
た
時
、
高
校
の
先
生
と
ど

ん
な
話
を
し
た
か
詳
し
く
覚
え
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
る
学
科
が
あ
り
、
宇
都
宮

大
学
へ
は
自
分
で
決
め
、
受
験
し
ま

し
た
。

三
瓶

自
由
を
重
ん
じ
る
高
校
だ
っ

た
の
で
、
勉
強
も
そ
れ
ほ
ど
強
制
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
将
来
何

を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
よ
く
分

か
ら
ず
、
な
か
な
か
決
め
ら
れ
ず
に

い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
草
花
が
好

き
な
曾
祖
母
の
優
し
さ
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
植
物
の
光
合
成
の

働
き
に
感
激
し
た
中
学
生
の
頃
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
、
植
物
に
関
わ
る

学
部
を
考
え
ま
し
た
。
宇
都
宮
大
学

は
身
近
な
存
在
で
し
た
し
、
農
学
部

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
決
め
ま
し
た
。

宮
崎

２
年
生
の
山
本
さ
ん
は
？

山
本

単
純
に
大
学
の
授
業
と
高
校

の
授
業
を
比
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
生
き
方
を
考
え
る
と
い
う
よ

り
、〝
大
学
に
進
学
す
る
た
め
〞
と

い
う
カ
ラ
ー
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

実
際
に
大
学
に
入
っ
て
か
ら
は
、

自
分
の
言
動
に
「
責
任
を
も
つ
」
と

い
う
言
葉
が
加
わ
り
ま
し
た
。
２
年

生
に
な
る
と
専
門
的
な
科
目
も
増
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
学
べ
る
の
で
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
い
ろ
い
ろ
な
道
が
見
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
で
も
、「
こ
れ
に
決
め
た
」

と
い
う
の
は
ま
だ
で
す
。

宮
崎

蓮
池
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

蓮
池

高
校
の
時
は
大
人
数
で
受
け

る
授
業
ば
か
り
で
し
た
が
、
大
学
で

は
少
人
数
の
専
門
的
な
授
業
が
加
わ

り
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、

少
人
数
の
授
業
の
楽
し
さ
と
い
う
も

の
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
授
業
内

容
も
先
生
主
導
ば
か
り
で
は
な
く
、

学
生
も
積
極
的
に
参
加
し
発
表
で
き

る
の
で
、
そ
の
充
実
感
は
高
校
で
は

得
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

刺
激
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

考
え
る
習
慣
を
つ
け
る

宮
崎

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
原
点
は
、

子
ど
も
が
親
の
職
業
に
関
心
を
も
っ

た
り
、
近
所
の
肉
屋
さ
ん
や
八
百
屋

さ
ん
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
よ
り

社
会
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
感
謝
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
学
校
教
育
で
は
、
発
達

段
階
を
考
慮
し
た
勤
労
観
・
職
業
観

が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
共
通
教
育
で
「
人
間

と
社
会
」「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
論
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
自
分
ら
し

い
生
き
方
を
念
頭
に
お
き
、
考
え
る

習
慣
を
つ
け
、
自
力
で
キ
ャ
リ
ア
形

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

蓮
池

「
人
間
と
社
会
」
の
時
間
で

は
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
先
生
の
「
刺
激
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
る
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
人
間
は

刺
激
さ
れ
て
成
長
し
て
い
く
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
進
路
相

談
を
し
て
み
て
、
す
ぐ
に
は
効
果
が

出
な
く
て
も
、
答
え
に
繋
が
る
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

三
瓶

私
も
一
人
で
あ
れ
こ
れ
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
進
路
相
談
を
受

け
た
ら
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
て
、
悩

ん
で
い
た
こ
と
の
解
決
策
が
み
え
て

き
た
し
、
考
え
る
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。

宮
崎

進
路
相
談
で
の
情
報
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
、
ぜ
ひ
「
自
分
の
考
え
づ

く
り
」
に
繋
げ
て
く
だ
さ
い
。
窓
口

は
就
職
支
援
室
で
す
の
で
、
気
軽
に

来
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
し
た
進
路
相

談
、
ま
た
先
生
方
や
友
人
た
ち
と
対

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
無
意
識
に
自

分
の
考
え
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
お
り
、

自
分
の
考
え
が
整
理
さ
れ
、
構
築
さ

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
進
路
選
択
の
支
援
に

関
す
る
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

蓮
池

就
職
支
援
室
が
も
っ
と
気
軽

に
利
用
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

山
本

私
は
教
育
学
部
で
す
が
、
課

程
に
よ
っ
て
は
教
師
を
目
指
し
て
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
の
た

め
の
情
報
も
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

牧
内

多
く
の
企
業
の
状
況
を
知
り

た
い
で
す
。
今
、
ば
く
然
と
〝
こ
う

い
う
こ
と
が
や
り
た
い
〞
と
い
う
レ

ベ
ル
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
や
る
に

は
ど
ん
な
企
業
に
い
け
ば
よ
い
の
か
、

そ
う
い
う
情
報
は
１
年
生
で
も
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

三
瓶

い
ろ
ん
な
情
報
が
あ
る
の
で
、

自
分
の
な
か
で
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
む
し
ろ
、
私
は
自
分
の
将
来
の

生
き
方
を
よ
く
考
え
て
進
路
選
択
を

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
希
望

を
い
え
ば
、
卒
業
生
の
か
た
が
た
の

話
も
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

牧
内

そ
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
の
参
考
に
し
た
い
で

す
ね
。

山
本

卒
業
生
た
ち
が
、
自
分
が
学

ん
だ
授
業
を
生
か
せ
る
企
業
に
就
職

で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

ま
た
、
女
性
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、

企
業
の
表
面
だ
け
で
な
く
、
男
女
雇

用
機
会
均
等
に
配
慮
し
て
い
る
企
業

を
探
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
崎

就
職
支
援
室
で
は
毎
日
の
よ

う
に
企
業
か
ら
の
求
人
票
を
張
り
出

し
、
新
し
い
情
報
は
全
面
的
に
開
示

し
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、

そ
の
情
報
を
基
に
自
分
で
考
え
、
行

動
に
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
、
就
職
支
援
室
で
は
、
各
学
部
と

連
携
し
、
多
角
的
な
利
用
方
法
を
さ

ら
に
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
支
援
す
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
り
た
い

宮
崎

ま
と
め
と
し
て
、
み
な
さ
ん

の
将
来
の
仕
事
や
職
業
に
つ
い
て
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

三
瓶

私
は
将
来
、
屋
上
緑
化
事
業

等
の
緑
地
事
業
に
関
わ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
は
聞
け

な
か
っ
た
専
門
の
関
連
事
項
も
、
大

学
で
は
多
く
の
先
生
方
か
ら
た
く
さ

ん
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
は
植
物
を
利

用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

蓮
池

僕
は
国
際
学
部
で
す
が
、
環

境
問
題
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
、
ど
っ
ち

か
と
い
え
ば
理
系
の
分
野
で
す
よ
ね
。

で
も
、
僕
は
こ
の
国
際
学
部
で
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
で
環
境
問
題
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ゴ

ミ
問
題
は
ど
こ
の
国
で
も
避
け
て
通

れ
ま
せ
ん
。
日
本
は
高
い
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

技
術
や
発
想
を
中
国
や
他
の
国
々
に

も
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

牧
内

私
は
、
街
に
密
着
し
た
仕
事

が
し
た
い
で
す
。
高
校
の
先
生
が
大

学
時
代
に
都
市
計
画
を
専
攻
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
都

市
計
画
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
、

都
市
づ
く
り
に
大
き
な
興
味
が
あ
り

ま
す
。
地
方
だ
っ
た
ら
、
森
や
川
を

生
か
し
た
街
づ
く
り
に
参
加
し
た
い

し
、
都
市
で
あ
れ
ば
ビ
ル
や
建
物
を

生
か
し
て
…
。
い
ろ
い
ろ
な
研
究
室

へ
相
談
に
行
っ
て
、
参
考
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本

私
も
環
境
問
題
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。
こ
ん
な
に
技
術
が
発
達

し
て
い
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

そ
れ
を
実
感
し
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
意

識
の
違
い
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
浸

透
せ
ず
、
日
常
生
活
の
中
で
一
人
一

人
の
行
動
に
継
続
性
が
み
ら
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
政
治
・

経
済
・
法
律
・
倫
理
等
も
含
む
社
会

の
側
面
か
ら
環
境
問
題
を
み
て
、
優

れ
た
技
術
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

伝
え
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
れ
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

宮
崎

宇
都
宮
大
学
で
は
、
一
人
ず

つ
の
将
来
の
進
路
・
生
き
方
を
支
援

す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
大
学
の
教
育

資
源
を
大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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近
年
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」。
本
学
で
は
、
入
学
当
初
か
ら
「
生
き
方

を
考
え
た
進
路
選
択
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

将
来
の
進
路
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日　時　2005年6月30日（木）
出席者　蓮池　健男（国際学部国際文化学科4年）

山本佳奈子（教育学部環境教育学科2年）
牧内美由紀（工学部建設学科1年）
三瓶　尚子（農学部生物生産学科1年）
宮崎　冴子（宇都宮大学教授・キャリア教育センター長）

農学部　1年　三瓶　尚子

教育学部　2年　山本 佳奈子

国際学部　4年　蓮池　健男

工学部　1年　牧内 美由紀

宇都宮大学教授・キャリア教育センター長

宮崎　冴子

「
将
来
の
進
路
と 

　 
キ
ャ
リ
ア
形
成
」 
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益子の陶芸家「濱田庄司」と
パースティ
皆さんご存知の漫画の名作「美味しんぼ」（雁屋哲

作・花咲アキラ画／小学館）には、陶芸家であり、美

術家、総合的な芸術を追及する「海原雄山」という人

物が登場します。美食家でもある海原雄山は、食に関

してもメチャメチャ厳しく有名です。「美食も芸術の

一つ！」「人を呼んでおいて、こんなもの食わせると

は！」といった、彼のものすごい名セリフを覚えてい

る方も多いでしょう。

実は、栃木県の益子にも海原雄山のようなスゴイ人

がいました。その人の性格は、海原雄山に比べてずー

っとずーっと穏やかだったそうですが……。その人の

名前は濱田庄司。今回のスローフードの紹介は、その

濱田庄司がこよなく愛した料理「パースティ」の紹介

です。

◆◆◆

栃木県にはいろいろな観光地があります。その中で

も県南東部に位置する益子は、県外からも特に人気が

高い場所の一つです。緑豊かでのどかな風景が漂う益

子は、焼きもののふる里として多くの観光客が訪れま

す。特に、春、秋の陶器市には、県内外より約50万人

もの観光客が訪れます。

益子は、陶芸家として二人の人間国宝を輩出してい

ます。そのせいもあって、益子は高い芸術の香り漂う

町として位置づけられています。二人の人間国宝の一

人が濱田庄司(1894年～1978年)です。濱田庄司は、大

正９年に益子に移り住み、登り窯（傾斜地に連続的に

作られた窯）を築いて制作活動に専念し、日常台所用

品であった益子焼を芸術品として世界に知らしめた陶

芸家です。

偉大な陶芸家がそうであるように、濱田庄司は、衣

食住すべてにこだわりを持って生きていました。また、

濱田庄司は東京に育ち海外で暮らした陶芸家であるた

め、当時の生粋の工芸家とは異なる生き方の創造への

意欲がありました。益子は当時、近代文明の中心であ

る東京まで約100kmと近い割には、土着の文化を保ち

続けていました。そのため濱田庄司は、益子を文明と

文化の両方に関わることのできる理想の場所と考えて

いました。そして、この益子を、織物や木工などのさ

まざまな職人が暮らす工芸家村にすることをイメージ

し、農村と融和した理想郷にしたいと考えていたよう

です。

濱田庄司は、若い頃、英国の陶芸家バーナード・リ

ーチとともに、英国南西部コーンウォール州セント・

アイブスで３年間過ごしました。このことが、濱田庄

司の工芸の基本となり、「よき工芸品は健やかな暮ら

しから必然に生まれてくる」という濱田庄司の基本理

念が培われました。

この英国滞在中に濱田が幾度となく食した料理がパ

ースティなのです。パースティは、コーンウォール地

方の郷土料理で、コーニッシュ・パスティとも言われ

ています。形状は、あたかもラグビーボール型のジャ

ンボ餃子。牛肉、じゃが芋、かぶなどを細かく刻んで、

これをパイ生地で包み、オーブンで焼いたものです。

パースティは、泥が手についていても食べやすく、昔、

この地方のスズ鉱山人夫たちのお弁当として重宝され

ていました。セント・アイブスで陶芸に励んでいた若

き日の濱田庄司も、たびたびこれを口にし、陶芸への

熱い志と、あつあつのパースティを海風と地ビールで

冷ましながら、英国の地の果てで数年間過ごしたとい

われています。

その後、日本に戻った濱田庄司は益子に定住しまし

た。食にもこだわりを持つ濱田庄司は、和枝夫人の協

力のもと、本場の味を思い出しながら試行錯誤を重ね

てできあがったパースティを、益子でたびたび食しま

した。

濱田庄司の次男晋作氏の妻映子夫人のお話によると、

濱田庄司は、酒やタバコは呑まず、三度のきちんとし

た食事を常としていました。また、濱田庄司はガスの

火による調理を嫌い、炭による加熱調理にこだわって

いました。来客も多く、そのたびごとに食事の用意が

とても大変だったそうです。使用するバケツもプラス

チック製ではなくブリキ製……というこだわりを持っ

ていた濱田庄司は、料理のためのガスレンジの導入を

遅らせていたようです。でも、科学技術を全て否定す

るわけでなく、家電メーカーに勤める陶芸ファンによ

る寄贈によって、冷蔵庫は早くから使われていました。

濱田家でアレンジされたパースティとオリジナルの

パースティの違いは、具の中に大根を入れるところで

す。どうしてそうなったのかは定かではありません。

英国生まれのパースティは大根を入れることによって、

とてもジューシーな日本人好みの味付けになりました。

濱田家バージョンのパースティは、日本のテイストを

含むパースティなのです。

当時から濱田家では、パースティで用いる具をでき

るだけ益子内で調達してきました。近所づきあいも広

かった濱田庄司は近くの農家とのつながりも深く、い

ろいろな食材を試すことができたのでしょう。英国の

郷土料理が半世紀あまりの時間をかけて、日本の食文

化と融合してできあがったパースティ。また、その材

料のほとんどが、益子を中心とした農産物です。この

濱田庄司が作り上げたパースティは、時間をかけて作

り上げられた栃木の貴重なスローフードと考えられま

す。また、パースティは、益子を中心においしい料理

の一つとして、定着しつつあるようです。

もしも当時の濱田庄司が納得した味を、今の世の中

に再現したければ、当時の栃木の農産物や、調理方法

などの再現が必要になってくるでしょう。そのために

は、益子を中心とした豊かで安全な食材を生み出す食

生産環境、それを取り囲む里山の保全技術、また手軽

に炭で焼く料理を可能にする食品工学技術などが必要

となります。また、食べ物の味は、科学的な成分だけ

でなく、食べる人の経験や感性、またその環境によっ

ても大きく変わります。濱田庄司が納得した味を再現

するためには、濱田庄司が生きていた当時の文化や芸

術、国際的な背景を理解することも必要になります。

スローフードをきっかけとした大学での教育や研究

の取り組みは、海原雄山のように味に厳しかった濱田

庄司が食した同じパースティを、同じ味、同じ気持ち

で食べることができる……。そんな夢のようなことが

実現できる契機となりえるのではないでしょうか。

（敬称略）

2005 SUMMER  UU now TOPICS

濱田邸敷地内に建てられた益子参考館の入口

濱田映子さんの手作りパースティ。シンプルな味付けが美味しい

濱田映子さんの 
おいしいパースティ・レシピ 

●濱田映子さんにご紹介いただいたパースティのレ
シピです。パースティは、冬にとれる材料が多いので
寒い時期のほうが合っているようですが、夏にビール
と一緒に食べるのもおいしそうです。あなたも、パー
スティを食べて若き濱田庄司の息吹を感じてみては
いかがでしょうか？ 作るのがめんどくさい……という
人は、益子に行ってみてください。パースティを出す
レストランがありますヨ。 

【材料】約大5個分 
　　　　　〈生地〉　小麦粉（中力）500g　ラード60ｇ 
　　　　　　　　　 ベーキングパウダー10ｇ　卵黄（光沢だし）1個分 
　　　　　〈具〉　　牛肉もも250g　玉ねぎ中1個　大根大1/4本　にんじん中1本 
　　　　　　　　　 じゃが芋250g　※湯、サラダ油、塩、コショー適宜 
 
【作り方】①具を作る。具の材料をすべて約1cmの角切りにして油をひいた鍋で炒める。 
　　　　　火が通ってきたら塩、コショーで調味し冷ましておく。 
　　　　②生地を作る。小麦粉、ベーキングパウダーをふるい、人肌ほどの湯、ラードを加えよく混ぜる。 
　　　　　耳たぶ程度の硬さになったら濡れ布巾に包み、休ませる。 
　　　　③具を包む。手粉を常にふるいながら作業をする。手の平に納まるくらいのボール型をつくり、 
　　　　　楕円につぶし、さらに伸ばして棒で楕円に伸ばす。 
　　　　　片側に具をのせて中央で折り返し、具を包む。 
　　　　　ふちを餃子のようにつまみ、水で溶いた卵黄を刷毛で塗る。 
　　　　　ナイフで空気穴を開ける。 
　　　　④焼く。バターを塗った天板にのせ、予め温めておいたオーブン 
　　　　　で焼く。200℃で15分。うっすらと焼き色がついたら出来上がり。 

★紙に包んで手に持つと食べやすい。ミルクティーやワインと良く合います。 
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学生アンケート 

や
は
り
「
友
人
・
知
人
」
と
答
え
て
い
る

人
が
６
割
を
超
え
て
ト
ッ
プ
で
し
た
。
続
い

て
「
父
母
」「
兄
弟
・
姉
妹
」
な
ど
家
族
と

答
え
た
人
は
約
２
割
と
意
外
と
少
な
い
数
字

で
し
た
。
こ
れ
は
一
人
暮
ら
し
の
学
生
が
多

く
、
家
族
と
接
す
る
時
間
が
少
な
い
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

１
週
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
し
て
い
る
時
間
は
、
６
時
間
未
満
が

22
・
５
％
、
12
時
間
以
上
が
24
・
６
％
で
両
極
端
に
分
か
れ
ま
し
た
。
前

者
は
、
お
小
遣
い
程
度
稼
げ
れ
ば
良
い
人
、
後
者
は
、
生
活
費
・
授
業

料
の
一
部
又
は
全
部
を
自
分
で
稼
い
で
い
る
人
、
貯
金
を
し
て
い
る
人
、

趣
味
に
お
金
を
か
け
て
い
る
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
？

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
頃
と
比
べ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

『
将
来
は
ど
う
し
た
い
？
』

Q

ア
ル
バ
イ
ト
は
週
に
何
時
間
？

Q

我
が
子
の
健
康
を
一
番
に
願
っ
て
い
る
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
は

最
も
心
配
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

結
果
で
は
、
自
宅
生
の
多
く
は
家
庭
で
食
べ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
自
宅
外
生
で
も
自
炊
し
て
い
る
人
は
多
い
で
す
ね
。

し
か
し
、
同
じ
く
多
く
を
占
め
る
の
が
「
食
べ
な
い
」
と
い
う

28
・
２
％
。
朝
食
は
一
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
っ
か
り
勉
強

す
る
た
め
に
も
朝
食
は
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
☆

ま
た
、
昼
食
に
つ
い
て
も

同
じ
く
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

学
食
で
食
べ
る
と
い
う
人
が

半
数
以
上
で
、「
食
べ
な
い
」

と
い
う
人
は
わ
ず
か
２
％
で

し
た
。
宇
大
の
学
食
（
生
協

食
堂
）
は
「
安
く
て
お
い
し

く
て
安
全
！
」
で
す
か
ら
、

親
御
さ
ん
も
安
心
で
す
ね
。

朝
食
は
ど
う
し
て
る
？

Q

悩
み
は
誰
に
相
談
す
る
？

Q

●
今
回
は
、
各
学
部
・
各
学
年
の
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し

ま
し
た
。
親
御
さ
ん
や
卒
業
生
・
在
学
生
の
皆
さ
ん
、
ど
う

思
い
ま
す
か
？

公
務
員
志
望
が
最
も
多
く
、

そ
の
次
が
進
学
と
な
っ
て
い

ま
す
。
や
は
り
こ
の
ご
時
世
、

安
定
し
て
い
る
公
務
員
は
人

気
の
よ
う
で
す
。
学
部
別
に

見
る
と
、
農
・
国
際
学
部
は

公
務
員
が
第
１
位
、
工
学
部

は
進
学
が
第
１
位
、
教
育
は

も
ち
ろ
ん
教
員
が
第
１
位
と
、

各
学
部
の
特
色
が
よ
く
出
て

い
る
よ
う
で
す
。

２
位
以
降
は
、
商
事
・
貿

易
会
社
、
製
造
業
、
農
林
水

産
業
な
ど
各
分
野
の
職
業
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

あ
と
が
き

調
査
日：

平
成
17
年
度
　
前
期

新
し
い
季
節
に
な
り
、
気
持
ち
も

新
た
に
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
し
て
頂
き
ま

し
た
新
入
生
・
在
校
生
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
・
農
学
部
３
年
中
山
未
来

農
学
部
１
年
廣
田
真
人

出
身
地
は
？

Q

今
年
度
の
新
入
生
の
出
身

地
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
約
６

割
の
人
が
関
東
出
身
、
次
い

で
東
北
出
身
が
約
２
割
と
関

東
か
ら
北
に
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

栃
木
県
は
東
北
に
も
近
く

首
都
圏
に
も
近
い
と
い
う
立

地
条
件
が
あ
る
た
め
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
生
活
の
目
的
は
？

Q「
大
学
生
活
の
目
的
は
？
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
学

部
学
科
の
専
門
的
学
問
や
研

究
を
し
た
い
、
友
人
を
作
り

た
い
な
ど
、
新
入
生
の
大
学

生
活
に
対
す
る

期
待
あ
ふ
れ
る

答
え
が
聞
け
ま

し
た
。

無回答0.0%

進学 19.7%

公務員 25.3%

教員 
9.1%

製造業 
11.1%

その他 13.7%

フリーター 0.8%
自由業 0.8%

サービス業 
 

農林水産業 4.6%

 5.4%

 5.7%

0.8%
運輸・通信業 

建設業 

金融・保険業 
0.5%

商事・貿易会社 
2.4%

友人・知人 

父母 

兄弟・姉妹 

保健管理センター 

指導教員 

１年次（H15入学） 
201人（33.2%） 

院生、他 
（H11以前入学） 
10人（1.7%） 

2年次（H14入学） 
153人（25.4%） 

3年次（H13入学） 
110人（18.2%） 

4年次（H12入学） 
130人（21.5%） 

農学部 
164人 

工学部 
295人 

国際学部 
34人 

教育学部 
119人 

■入学年度 ■所属学部 

関東 57.4%

東北 22.6%

東海 
　　5.3%

甲信越 
4.4%

その他 10.3%

農学部 
261人 

工学部 
366人 

教育学部 
232人 

国際学部 
42人 

■回答者の所属学部 
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I N F O R M A T I O N

発 表コンクール
2005「ITと社会」

発表コンクール
―高校生によるIT社会への提言―

日時：2005年8月5日（金）
12:45～17:30（開場・受付 11：30）

場所：宇都宮大学工学部
アカデミア・ホール

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学工学部情報工学科「ITと社会」発表コンクール実行委員会
TEL／FAX 028(689)6265  E-mail: itcon@is.utsunomiya-u.ac.jp

http://www.is.utsunomiya-u.ac.jp/itcon/

サ マーキャンプ 参加者募集
IT Summer Camp 2005 (ITSC2005) 
宇都宮高等学校SSHエレクトロニクスキャンプ

日時：2005年7月26日（火）～29日（金）
9:30～16:30

場所：宇都宮大学・工学部・電気電子工学科内
（4F会議室，3F 4-303号室）

●お問い合わせはこちらまで●
川田重夫教授（kwt@cc.utsunomiya-u.ac.jp）TEL／FAX 028-689-6080

事務局：渡辺（ t022390@cc.utsunomiya-u.ac.jp）
TEL／FAX 028-689-6081

（事前申し込みが必要）
参加費無料

卒 業研究・修了研究公開発表会
2005年度 宇都宮大学教育学部音楽教育専攻
大学院教育学研究科修士課程音楽教育専修

日時：2006年2月11日（土）時間未定
場所：宇都宮市文化会館小ホール
対象：一般
募集人員　ホール定員　500席（500名）

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学教育学部音楽教室
TEL/FAX028-649-5357

E-mail:music@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

入場無料

ポ スター発表・講演会
応用化学公開セミナー2005 in 宇都宮
日時：2005年8月30日（火）

10:00～14:00 ポスター発表
14:30～16:30 特別講演

場所：栃木県総合文化センター

参加自由、当日受付
団体で参加の場合はあらかじめご連絡下さい

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学工学部応用化学科公開セミナー実行委員会

TEL 028-689-6177
http://www.chem.utsunomiya-u.ac.jp/index-j.html

参加費無料

修 了・卒業制作展
2005年度 宇都宮大学教育学部美術教育専攻
大学院教育学研究科美術教育専修 修了・卒業制作展

期日：2006年2月24日（金）～26日（日）
場所：栃木県総合文化センター　ギャラリー
対象：一般
内容：絵画、彫塑彫刻、デザイン
（インテリアデザイン・
ベーシックデザイン）、工芸（漆・染）等約50点

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学教育学部美術教育教室
TEL 028-649-5360
FAX 028-649-5244（総務係）

入場無料

講 演会　聴講者募集 8 月1日（月）2005年

日時：2005年8月1日（月）9:10～12:00
会場：宇都宮大学大学会館　2階多目的ホール
対象：小・中・高等学校教員、教育関係者、学生等
主催：教育学部附属教育実践総合センター、日本教育工学協会，栃木県情報教育研究会、

宇都宮市小学校教育研究会情報メディア教育部会、宇都宮市中学校教育研究会情報教育部会

●タイムスケジュール
8:45／受付　9:10／開会挨拶
9:20／研究発表

宇都宮大学教育学部　助教授　川島　芳昭
宇都宮市立横川中学校　教諭　川中子　靖

10:00／教育実践講演
講演講師　村瀬康一郎（岐阜大学総合情報メディアセンター教授）
講演内容　ITで変える学校教育

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学教育学部附属教育実践総合センター講演会係 〒321-8505 宇都宮市峰町350
TEL 028-649-5388／FAX 028-635-0652 http://et.mine.utsunomiya-u.ac.jp

第6回　教育実践講演会

金 曜イブニングセミナー
金曜イブニングセミナーは最先端の科学技術や社会の出来

事をわかりやすく説明していただくものです。今回は、著し

い発展を遂げているタイやベトナムのビジネス状況を中心に、

今後のアジア進出の方向性を熱く語っていただきます。

日時：2005年9月16日（金）17:30～19:00
場所：宇都宮大学工学部アカデミアホール
講演：株式会社アイ電子工業　高橋徳経社長

「最新のアジアビジネスについて」
講演会の後、生協にて懇親会（有料・￥1,000）も予定しています。

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学地域共生研究開発センター広報室

TEL 028-689-6316／FAX 028-689-6320 E-mail：chiiki@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

受講料無料

国 際キャリア・合宿セミナー2005
●公開シンポジウム
日時：9月23日(金）13:30～16:30
場所：栃木県青年会館（コンセーレ）
基調講演：『世界の平和と国連』明石 康氏

（スリランカ問題担当日本政府代表・元国連事務次長）
パネル討論会：「国際社会における日本人の活路と存在感」

●合宿セミナー
期日：9月23日（金）～9月25日（日）
会場・宿泊：栃木県青年会館（コンセーレ）
参加費：￥15,000 定員　80名（先着順）
内容：講師（NHK解説主幹　柳澤秀夫氏　他7名）による講演と

ワークショップ形式による分化会　etc.

●お問い合わせはこちらまで●
宇都宮大学就職支援室　担当：井澤

TEL028-649-5084 E-mail:syusyoku@miya.utsnomiya-u.ac.jp 

受講料無料

入場無料

入場無料
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宇都宮大学、みずほ財団、日本学生支援機構 共催セミナー 

一般公開講演会のお知らせ 入場無料 

お問い合わせは：宇都宮大学国際交流課企画係  手塚まで 
TEL 028-649-5105

基調講演 講師：清水  学氏（一橋大学教授、元宇都宮大学教授） 
　　　　ユーラシア論専攻 
日時：8月1日（月） 午後1時30分～3時 
会場：宇都宮大学大学会館多目的ホール 

特別講演 講師：天児  慧氏（早稲田大学教授） 
　　　　東アジア政治論専攻 
日時：8月10日（水） 午前10時30分～12時 
会場：宇都宮大学国際学部B棟1223教室 
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お
ま
た
せ
し
ま
し
た
。U

U
now

第
２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

新
入
生
を
迎
え
て
早
３
ヶ
月
あ
ま

り
、
４
年
生
は
そ
ろ
そ
ろ
就
職
活
動

も
一
段
落
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
号
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
ロ
ボ
ッ
ト
、

ア
シ
モ
く
ん
に
、
学
生
諸
君
が
こ
れ

か
ら
大
学
で
そ
し
て
人
生
で
目
指
す

道
、
つ
ま
り
、「
自
立
」
へ
の
道
案

内
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

皆
さ
ん
の
自
立
を
手
助
け
す
る
大
学

か
ら
の
道
標
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

編
集
長
　
吉
田
和
文
（
理
事
）

■
企
画
・
編
集

宇
都
宮
大
学
広
報
室

U
U
now

２
号
編
集
委
員

■
編
集
長
　
　

吉
田
　
和
文
　
理
事
　
　
　
　
　
　

■
編
集
委
員
　

佐
藤
つ
か
さ
　
国
際
学
部
４
年
生
　

具
志
堅
有
美
　
国
際
学
部
２
年
生

馬
　
　
　
潔
　
国
際
学
部
２
年
生

中
山
　
未
来
　
農
学
部
３
年
生
　
　

廣
田
　
真
人
　
農
学
部
１
年
生
　
　

石
浜
　
昌
宏
　
国
際
学
部
教
員

佐
々
木
英
和

生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
員

池
田
　
　
宰
　
工
学
部
教
員

野
口
　
良
造
　
農
学
部
教
員

国
府
田
　
治
　
総
務
部
職
員

茂
木
　
　
博
　
総
務
部
職
員

五
月
女
優
子
　
総
務
部
職
員

田
代
　
真
一
　
学
務
部
職
員

最
近
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
と

い
う
こ
と
ば
に
触
れ
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
）
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由

貿
易
協
定
）
な
ど
地
域
的
連
携
が
強

化
さ
れ
る
中
、
東
ア
ジ
ア
の
諸
国
も

結
び
つ
き
を
強
め
、
あ
る
種
の
共
同

体
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

ら
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。

東
ア
ジ
ア
と
は
、
ど
こ
を
指
す
の

で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
東
ア
ジ
ア
共

同
体
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
、
す
で
に

定
期
的
な
会
合
を
持
っ
て
い
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ

イ
・
ブ
ル
ネ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ

ス
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
）
＋
３
（
日
本
・
中
国
・
韓
国
）

の
13
カ
国
が
主
な
対
象
と
さ
れ
ま
す

が
、
そ
う
す
る
と
ほ
ぼ
東
北
ア
ジ
ア

と
東
南
ア
ジ
ア
を
あ
わ
せ
た
地
域
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
拡
大
Ｅ
Ｕ

を
考
え
る
と
将
来
は
、
北
朝
鮮
・
台

湾
・
モ
ン
ゴ
ル
、
そ
れ
か
ら
イ
ン

ド
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
入
っ
て

く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
地
域
統
合
で
最
も
先
を
行
っ

て
い
る
Ｅ
Ｕ
は
、
１
９
５
２
年
発
足

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
以

来
、
半
世
紀
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

す
で
に
通
貨
統
合
が
実
現
し
、
参
加

国
も
中
東
欧
諸
国
に
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
今
年
に
入
り
、
ド

イ
ツ
と
と
も
に
中
心
的
役
割
を
果
た

し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
で
、

Ｅ
Ｕ
憲
法
の
批
准
が
否
決
さ
れ
、
政

治
的
統
合
に
向
け
て
の
歩
み
が
頓
挫

す
る
と
い
う
展
開
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

宗
教
・
言
語
・
文
化
、
さ
ら
に
政

治
・
経
済
な
ど
多
く
の
面
で
、
違
い

が
比
較
的
に
少
な
い
と
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
す
ら
、
統
合
へ
の
道
の
り

は
ま
だ
ま
だ
険
し
い
、
ど
こ
ろ
か
、

ど
こ
ま
で
の
統
合
が
可
能
な
の
か
、

今
の
段
階
で
は
っ
き
り
し
た
見
極
め

を
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
、
ア
ジ
ア
は

さ
ら
に
複
雑
で
す
。
岡
倉
天
心
の

「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
と
い
う
こ
と
ば

は
大
変
有
名
で
す
が
、
彼
が
強
調
し

た
か
っ
た
の
は
、
20
世
紀
初
頭
の
ア

ジ
ア
は
欧
米
列
強
の
侵
略
に
さ
ら
さ

れ
て
い
た
点
で
共
通
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
東
ア
ジ

ア
に
限
っ
て
も
、
仏
教
・
儒
教
・
イ

ス
ラ
ム
教
・
キ
リ
ス
ト
教
は
じ
め
多

様
な
宗
教
、
経
済
大
国
日
本
、
先
進

国
入
り
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
新
興
工
業

経
済
地
域
）
か
ら
最
貧
国
と
い
わ
れ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ラ
オ
ス
ま
で
の
巨

大
な
経
済
格
差
、
民
主
化
が
進
ん
だ

日
本
・
韓
国
と
、
共
産
党
の
支
配
す

る
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
政
治
的
な

隔
た
り
も
は
な
は
だ
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
差
の
あ
る
東
ア
ジ

ア
が
、
何
ら
か
の
形
で
ま
と
ま
る
こ

と
は
果
た
し
て
可
能
な
の
で
し
ょ
う

か
？

そ
の
前
に
、
そ
う
し
た
ま
と

ま
り
は
果
た
し
て
必
要
な
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
冒
頭
で

述
べ
た
よ
う
に
他
の
地
域
に
お
け
る

統
合
が
進
ん
で
お
り
、
東
ア
ジ
ア
で

も
そ
う
し
た
動
き
が
出
て
い
る
の
に
、

そ
れ
に
冷
淡
で
あ
る
こ
と
は
得
策
と

は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
の
場
合
、
中
国
や
韓
国
な
ど

近
隣
諸
国
と
の
関
係
が
、
最
近
と
み

に
悪
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
当
事

国
の
直
接
の
交
渉
だ
け
で
な
く
、
時

に
は
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
よ
り
広
い

地
域
レ
ベ
ル
で
解
決
を
図
る
こ
と
を

考
慮
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
領
土
紛
争
も
、
一
挙
に
国
際

司
法
裁
判
所
に
持
っ
て
い
く
の
で
は

な
く
、
そ
の
前
に
地
域
の
問
題
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
が
解
決
へ
の
近
道

に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
困
難
な
点
を
数
え
上
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
か
ら

高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

可
能
な
所
か
ら
、
少
し
ず
つ
提
携
を

深
め
て
い
く
、
そ
う
す
る
こ
と
で
近

隣
諸
国
と
の
関
係
改
善
を
図
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
東
ア
ジ
ア
共
同
体
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

宇
都
宮
大
学
は
来
る
８
月
、
独
立

行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
主
催
、

財
団
法
人
み
ず
ほ
国
際
交
流
奨
学
財

団
共
催
の
助
成
公
募
事
業
と
し
て

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
可
能
性
を
さ

ぐ
る
」
と
い
う
国
際
大
学
交
流
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
交
流
協
定
締

結
校
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
国
立
人
文
大

学
と
国
立
政
治
大
学
（
台
湾
）
の
学

生
（
引
率
教
員
を
含
む
）
を
招
請
し
、

宇
都
宮
大
学
の
日
本
人
学
生
お
よ
び

留
学
生
と
と
も
に
、
教
員
に
よ
る
講

義
や
学
生
の
意
見
発
表
を
交
え
、
約

２
週
間
に
わ
た
り
こ
の
問
題
を
徹
底

的
に
討
議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

初
日
は
、
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
基

調
講
演
を
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

（
※
注
）
台
湾
は
、
中
国
が
自
国
の
一
部
と
主

張
し
て
い
る
た
め
、
国
家
で
な
く
地

域
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

2005.Summer

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
は
可
能
か

国
際
学
部
　
伊
藤

い

と

う

一
彦

か
ず
ひ
こ

■広報室では、皆様の声をお待ち
しております。ご意見・ご要望な
どをお寄せください。

【宛先】

宇都宮大学　総務部 総務課 企画広報係

〒321-8505 宇都宮市峰町350

TEL 028-649-8649  FAX 028-649-5026

E-mail plan@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

（
※
注
）

PROFILE
東京大学教養学部教養学科
卒業／東京大学大学院国際
関係論専門課程博士課程満
期退学／専門分野：近代東
アジア国際関係史

宇都宮大学国際部教授　伊藤 一彦
イラスト／山中桃子


